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摘 要  

 

本 論 文 乃 使 用 動 機 理 論 中 的 失 敗 迴 避 動 機 ， 以 日 文 系 聽 力

課 程 學 生 為 對 象 進 行 實 證 調 查 ， 探 討 失 敗 迴 避 動 機 以 及 失 敗 的

經 驗 對 於 日 語 聽 力 學 習 所 造 成 之 影 響 。  

   根 據 研 究 結 果 的 顯 示 ， 第 一 ， 因 害 怕 失 敗 進 而 迴 避 失 敗 的

動 機 未 必 會 對 學 習 者 的 學 習 成 效 產 生 負 面 的 影 響 。 但 在 日 語 聽

力 學 習 的 過 程 中 ， 對 於 困 難 的 課 題 或 問 題 ， 不 害 怕 失 敗 者 能 夠

達 到 較 高 的 學 習 成 效 。 而 另 一 方 面 ， 不 斷 地 重 錯 或 失 敗 ， 容 易

陷 入 學 習 性 無 力 感 。 學 習 性 無 力 感 的 學 習 者 對 於 學 習 則 無 抱 持

太 大 的 興 趣 ， 易 於 放 棄 學 習 ， 進 而 導 致 學 習 成 效 低 落 。 第 二 ，

將 失 敗 的 原 因 歸 咎 於 自 己 的 能 力 不 足 或 是 課 程 內 容 太 艱 澀 者 ，

容 易 陷 入 學 習 性 無 力 感 的 情 況 ， 進 而 導 致 對 學 習 成 效 產 生 負 面

影 響。第 三，挫 折 或 失 敗 的 經 驗 對 學 習 者 的 自 尊 心 會 受 到 影 響，

當 自 尊 心 受 到 影 響 時 進 而 會 導 致 學 習 欲 望 低 落 。 再 者 ， 挫 折 或

失 敗 的 經 驗 直 接 對 學 習 成 效 會 有 很 大 的 影 響 ， 因 而 導 致 學 習 成

效 低 落 。  

 

關 鍵 詞 ： 失 敗 回 避 動 機 、 日 語 學 習 、 日 語 聽 力 、 原 因 歸 屬 、 學

習 成 效  
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A b s t r a c t  

A s  s h o w n  i n  r e s e a r c h  r e s u l t s ,  f i r s t ,  t h e  f a i l u r e  a v o i d a n c e  

m o t i v a t i o n  m a y  n o t  g e n e r a t e  n e g a t i v e  i m p a c t s  o n  l e a r n i n g  

o u t c o m e s  o f  l e a r n e r s .  B u t  d u r i n g  J a p a n e s e  L i s t e n i n g  a c q u i s i t i o n ,  

l e a r n e r s  w h o  a r e  n o t  a f r a i d  o f  f a i l u r e  a r e  m o r e  l i k e l y  t o  

d e m o n s t r a t e  b e t t e r  l e a r n i n g  o u t c o m e s  f o r  d i f f i c u l t  i s s u e s  o r  

q u e s t i o n s .  O n  t h e  o t h e r  h a n d ,  l e a r n e r s  w i t h  l e a r n e d  h e l p l e s s n e s s  

s h o w  l e s s  i n t e r e s t  i n  l e a r n i n g  a n d  a r e  m o r e  l i k e l y  t o  g i v e  u p  

l e a r n i n g  t h a t  t h u s  l e a d s  t o  p o o r  l e a r n i n g  o u t c o m e s .  S e c o n d ,  t h e y  

o f t e n  b l a m e  t h e  c a u s a l  a t t r i b u t i o n  o f  f a i l u r e  f o r  t h e i r  i n a b i l i t i e s  

o r  d i f f i c u l t  c o u r s e  c o n t e n t s  a n d  t h i s  e a s i l y  c o n t r i b u t e s  t o  l e a r n e d  

h e l p l e s s n e s s .  T h i r d ,  t h e  f r u s t r a t i n g  o r  f a i l u r e  e x p e r i e n c e  

i n f l u e n c e s  b o t h  t h e  s e l f - e s t e e m  a n d  l o w  l e a r n i n g  m o t i v a t i o n  o f  

l e a r n e r s .  F u r t h e r m o r e ,  t h e  f r u s t r a t i n g  o r  f a i l u r e  e x p e r i e n c e  

ex e r t s  h u g e  i m p a c t s  o n  l e a r n i n g  o u t c o m e s  a n d  t h e  l e a r n i n g  

e f f e c t i v e n e s s  i s  d r a m a t i c a l l y  r e n d e r e d .       

 

K e y w o r d s ： F a i l u r e  a v o i d a n c e  m o t i v a t i o n ,  J a p a n e s e  

l e a r n i n g ,  J a p a n e s e  L i s t e n i n g ,  c a u s a l  

a t t r i b u t i o n ,  Le a r n i n g  O u t c o m e s   

103



台灣日語教育學報第24号

 

 

失敗回避動機が日本語聴解の学習に及ぼす影響  

―大学日本語学科の聴解授業を中心に  

董 莊 敬  

文 藻 外 語 大 学 日 本 語 学 科 副 教 授  

 

要 旨  

 

本 稿 で は 動 機 付 け 理 論 に お け る 失 敗 回 避 動 機 の 概 念 を 用 い 、

日 本 語 を 主 専 攻 と す る 聴 解 授 業 に お け る 学 習 者 を 対 象 に 実 証

的 な 調 査 を 行 い 、 失 敗 回 避 動 機 や 失 敗 経 験 が 日 本 語 の 聴 解 学

習 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に し た 。  

 そ の 結 果 、 第 一 に 、 失 敗 を 怖 れ て そ れ を 回 避 す る 動 機 は 必

ず し も 学 習 成 果 に 負 の 影 響 を 及 ぼ す と は 限 ら な い こ と が 明 ら

か に さ れ た 。 日 本 語 の 聴 解 学 習 に お い て 困 難 な 課 題 や 問 題 に

対 し て 失 敗 を 怖 れ な い 者 は 比 較 的 に 高 い 学 習 成 果 を 達 成 で き

る 。 一 方 で 、 挫 折 や 失 敗 が 積 み 重 な る と 、 学 習 性 無 気 力 に な

り か ね る 。 こ う し た 者 は 学 習 に 関 心 を 示 さ ず 、 学 習 を 諦 め し

て し ま い 、 学 習 成 果 を 低 下 さ せ る 傾 向 が あ る 。 第 二 に 、 失 敗

の 原 因 帰 属 は 能 力 不 足 、 内 容 困 難 に 帰 属 す る ほ ど 、 学 習 性 無

気 力 に 陥 っ て し ま い 、 学 習 成 果 に 負 の 影 響 を 及 ぼ す こ と が わ

か っ た 。 第 三 に 、 失 敗 ・ 挫 折 の 経 験 が 学 習 者 の 自 尊 感 情 に 影

響 を 及 ぼ し 、自 尊 感 情 の 喪 失 が さ ら に 学 習 意 欲 を 低 下 さ せ る 。

ま た 、 挫 折 ・ 失 敗 の 経 験 が 直 接 的 に 学 習 成 果 に 大 き く 影 響 を

及 ぼ し 、 学 習 成 果 を 低 下 さ せ る こ と も 明 ら か に さ れ た 。  

 

キ ー ワ ー ド ： 失 敗 回 避 動 機 、 日 本 語 学 習 、 聴 解 、 原 因 帰 属 、

学 習 成 果   
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1. は じ め に  

 日 本 語 を 好 ん だ 学 習 者 は そ う で は な い 学 習 者 と 比 較 す る と 、

日 本 語 学 習 に よ り 力 を 注 い で い る 傾 向 が あ る 。 そ う し た 学 習

者 は 積 極 的 に 授 業 活 動 に 参 加 し た り 、 で き る 限 り よ い 成 績 を

出 そ う と し 、 試 験 に 失 敗 し た く な い と 考 え た り し て お り 、 日

本 語 学 習 に 高 い モ チ ベ ー シ ョ ン を 持 っ て い る 。 堀 越 (2010a、

2010b）は 学 生 の 学 習 動 機 が 高 い ほ ど 学 習 成 果 を 高 め る 可 能 性

が あ る と 指 摘 し て い る 。 ま た 、 日 本 語 能 力 が 高 け れ ば 、 学 習

ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 度 が 高 い 傾 向 が み ら れ る と い う 調 査 が あ

る（ 林  2010)。要 す る に 、学 習 動 機 が 高 く 、さ ら に 適 切 な 学

習 ス ト ラ テ ジ ー を 用 い る 場 合 、 高 学 習 成 果 を 達 成 で き る と 言

え る 。 そ れ は 裏 返 し て 言 え ば 、 学 習 動 機 の 低 下 や 失 敗 へ の 怖

れ と い う 負 の 動 機 付 け が 学 生 の 学 習 成 果 を 低 め る 可 能 性 が あ

る と 思 わ れ る 。 学 習 の 過 程 で 挫 折 や 失 敗 に 直 面 し た 学 習 者 に

と っ て 、 そ の 挫 折 ・ 失 敗 の 連 続 が 学 習 意 欲 に ど の よ う に 影 響

を 及 ぼ す の か 。 ま た 、 そ れ が ど の よ う に 学 習 成 果 に 影 響 を 与

え る の か 。 こ れ ら が 本 稿 で 明 ら か に し た い 問 題 意 識 で あ る 。  

近 年 、 日 本 語 学 習 ス ト ラ テ ジ ー 、 日 本 語 学 習 ビ リ ー フ 、 自

己 効 力 感 の 概 念 が 頻 繁 に 論 じ ら れ て い る が 、問 題 と な る の は 、

「 失 敗 を 怖 れ る 」 ネ ガ テ ィ ブ 感 情 の 動 機 づ け が 学 習 者 の 学 習

意 欲 や 学 習 成 果 に ど の よ う に 影 響 を 及 ぼ す か に 関 す る 研 究 が

未 だ 不 十 分 だ と い う こ と で あ る 。 ま た 、 本 研 究 者 は 、 お よ そ

7 年 間 日 本 語 の 聴 解 授 業 を 担 当 し て い る が 、 授 業 の 現 場 で 学

習 者 か ら 「 日 本 語 の 聴 解 が 難 し い 」 と か 「 日 本 語 の 聴 解 が 怖

い 」 と か 、 と い う 声 が よ く 聞 こ え る 。 そ こ で 、 上 述 し た 問 題
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を 究 明 す る た め 、 本 稿 で は 動 機 付 け 理 論 に お け る 失 敗 回 避 動

機 の 概 念 を 用 い 、 日 本 語 を 主 専 攻 と す る 聴 解 授 業 に お け る 学

習 者 を 対 象 に 実 証 的 な 調 査 を 行 い 、 失 敗 回 避 動 機 や 失 敗 的 な

経 験 が 日 本 語 の 聴 解 学 習 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 。  

 

2. 動 機 づ け 理 論 ― 失 敗 回 避 動 機  

動 機 と は 、 人 の 活 動 を 喚 起 さ せ 、 維 持 し 、 統 合 す る 内 的 要

因 と な る も の で あ り 、 こ う し た 一 連 の 心 的 過 程 を 動 機 づ け と

呼 ぶ（ 岩 田  1986）。動 機 付 け は 常 に 学 習 や 遂 行 行 動 を 促 進 す

る が 、 そ の 反 面 、 学 習 や 遂 行 行 動 に 負 の 影 響 を 及 ぼ す 動 因 と

な る 可 能 性 が あ る 。 Maslow（ 1954＝ 1987） は 、 人 々 は 一 旦 低

次 の 欲 求 が 満 た さ れ る と 、 よ り 高 次 の 欲 求 を 求 め る よ う に な

る 。 動 機 づ け 理 論 で は 「 満 足 」 と い う 概 念 が 重 要 な 概 念 を 示

し て い る と 指 摘 し て い る 。 例 え ば 、 個 々 人 の 自 尊 心 の 欲 求 が

満 足 さ れ な い と 、 劣 等 感 、 弱 さ 、 失 望 、 無 力 感 な ど の 感 情 を

も た ら す 。 換 言 す れ ば 、 他 人 と 同 様 に 与 え ら れ た 課 題 が ス ム

ー ズ に 遂 行 で き な い こ と 、 ま た は 自 ら が 期 待 し て い る 結 果 に

達 成 し て い な い こ と に 対 し て 、 自 然 に 失 望 や 無 気 力 に 陥 り 、

次 へ の 挑 戦 を 回 避 す る よ う に な る 。  

ま た 、 人 々 は 生 得 的 に 好 ん で い る も の を 追 求 し て い く の に

対 し て 、 他 方 で 苦 痛 、 恐 怖 、 屈 辱 な ど 好 ん で い な い も の を 回

避 す る 傾 向 が み ら れ る 。 学 習 の 過 程 で 挫 折 や 失 敗 に 遭 遇 し た

学 生 は 、 そ の 不 安 感 や 屈 辱 を 感 じ て 、 次 な る 失 敗 を 怖 れ 自 ら

の 行 為 を 差 し 控 え 、 失 敗 を 回 避 す る こ と に よ っ て 自 ら の 自 尊

感 情 を 保 と う と す る も の で あ る 。 こ の 失 敗 へ の 怖 れ を 回 避 す

る 概 念 は 「 失 敗 回 避 動 機 」 と 呼 ば れ る 。  

人 々 は 簡 単 な 課 題 に 失 敗 し た 場 合 、 困 難 な 課 題 に 失 敗 し た

場 合 よ り も 失 望 の 程 度 を 深 め る 。 す な わ ち 、 簡 単 な 課 題 に 失

敗 し た 際 に ネ ガ テ ィ ブ 感 情 の 動 機 付 け は 困 難 な 課 題 に 失 敗 し

た と き よ り 大 き く な る 。 失 敗 に 対 す る 怖 れ の 高 い 者 は 、 極 め
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て 簡 単 な 課 題 、 あ る い は 極 め て 困 難 な 課 題 に 対 し て 強 い 好 み

を 示 し 、 中 程 度 の 課 題 や リ ス ク を 回 避 す る 傾 向 が 強 い （ マ ク

レ ラ ン ド  2005）。ま た 、不 安 感 の 強 い 者 は 簡 単 な 学 習 課 題 で 、

よ り 多 く の 成 功 体 験 を 持 っ て お り 、 か つ 失 敗 か ら 生 じ る 不 安

感 を 軽 減 さ せ る た め に 、 さ ら に 一 層 迅 速 に 学 習 を 続 け る 。 そ

れ に 対 し て 困 難 な 課 題 に お い て は 、 失 敗 の 経 験 を 繰 り 返 し 、

か つ 見 事 で は な い 結 果 に 終 わ る と 判 断 さ れ る 課 題 を で き る 限

り 回 避 し よ う と す る（ マ ク レ ラ ン ド  2005）。さ ら に 、失 敗 回

避 の 動 機 が 強 い 者 は 、 失 敗 へ の 怖 れ に 動 機 づ け ら れ て い る た

め 、 成 功 の 可 能 性 が 半 分 程 度 し か 見 込 み が な い 課 題 や 競 争 を

極 め て 嫌 う 。だ が 、彼 ら が 怖 れ て い る の は 失 敗 自 体 で は な く 、

失 敗 に よ っ て 自 尊 感 情 が 損 な わ れ る こ と で あ る た め 、 成 功 の

見 込 み が 全 く な く 、 失 敗 し て も 非 難 さ れ る こ と は ま ず な い と

い う 状 況 で は 課 題 回 避 行 動 に は 出 な い 。 あ る い は 逆 に 、 ほ と

ん ど 失 敗 の 考 え ら れ な い 状 況 を 選 択 す る （ 岩 田  1986： 31）。 

以 上 の よ う に 、 人 々 は 強 い 不 安 感 を 感 じ て 、 そ の 不 安 感 を

軽 減 さ せ る た め に 、 失 敗 の 可 能 性 を 招 か な い よ う な 課 題 を 好

ん で 選 択 す る 。 こ れ は 、 失 敗 自 体 を 怖 れ て 失 敗 回 避 行 動 を と

る よ り も む し ろ 、 他 人 か ら の 承 認 欲 求 を 求 め 、 自 ら の 自 尊 感

情 を 保 と う す る か ら で あ る 。 ま た 、 失 敗 へ の 怖 れ を 回 避 す る

者 は 極 め て 容 易 な 課 題 、 ま た は 極 め て 困 難 な 課 題 を 選 好 す る

行 動 を 示 し て い る 。  

 

3. 原 因 帰 属 と 失 敗 回 避 動 機  

 成 功 や 失 敗 の 原 因 は 自 ら の 内 的 要 因 に あ る か 、 ま た は 自 分

以 外 の 外 的 要 因 に あ る か で 、 そ の 原 因 の 帰 し 方 に よ っ て 動 機

付 け に 影 響 を 及 ぼ す と い う 概 念 を 原 因 帰 属 と 呼 ぶ 。 Weiner

（ 1992＝ 1999）は 、「 安 定 性 」と「 コ ン ト ロ ー ル の 可 能 性 」の

2 つ の 軸 に よ っ て 、さ ら に 、「 能 力 」、「 努 力 」、「 課 題 の 困 難 度 」、

「 運 」 の 四 つ の 象 限 に 分 け た 。 表 1 は Weiner（ 1992＝ 1999）

107



台灣日語教育學報第24号

 

 

の 原 因 帰 属 の 要 因 を 示 し た も の で あ る 。 内 的 統 制 の 要 因 と し

て の 能 力 、 努 力 、 外 的 統 制 の 要 因 と し て の 課 題 の 困 難 度 、 運

が 位 置 づ け ら れ 、安 定 性 の 要 因 と し て の 能 力 、課 題 の 困 難 度 、

不 安 定 性 の 要 因 と し て の 努 力 、 運 が 位 置 づ け ら れ る 。 Weiner

（ 1992＝ 1999） に よ る と 、 成 功 、 失 敗 に 関 わ ら ず 、 個 々 人 は

そ の 原 因 を 「 能 力 」、「 努 力 」、「 課 題 の 困 難 度 」、「 運 」 な ど に

帰 さ せ る こ と に よ っ て 期 待 の 変 化 や 自 尊 感 情 へ の 影 響 も 異 な

る と 述 べ て い る 。 外 的 統 制 と し て の 課 題 の 困 難 度 に 帰 す る 場

合 、 た と え 失 敗 し た と し て も 自 ら が コ ン ト ロ ー ル で き な い た

め 、 自 尊 感 情 は そ れ ほ ど 傷 つ か な い こ と と な る が 、 自 ら の 能

力 不 足 に 帰 属 す る と 、 自 尊 感 情 は 傷 つ き 、 次 の 課 題 に 対 す る

期 待 が 低 く な り 、 無 気 力 に な る 傾 向 が あ る 。 そ れ に 対 し て 、

失 敗 の 原 因 を 自 ら の 努 力 不 足 に 帰 属 し た と す る 場 合 、 次 の 課

題 に 対 し て ど れ ほ ど で き る か と い う 期 待 は 、 次 回 は 努 力 す る

こ と に よ っ て 変 化 す る 可 能 性 が あ る 。 つ ま り 、 失 敗 の 原 因 が

能 力 よ り も 努 力 に 帰 属 す る 場 合 、 次 の 課 題 へ の 挑 戦 の 意 欲 が

高 ま る と 予 測 さ れ る 。  

表 1 Weiner（ 1992＝ 1999） の 原 因 帰 属 の 要 因  

 統 制 の 位 置  

内 的  外 的  

安  

定  

性  

安 定  能 力  
課 題 の 困

難 度  

不 安 定  努 力  運  

出 所 ） W e i n e r（ 1 9 9 2＝ 1 9 9 9） よ り 。  

Weiner（ 1992＝ 1999）は 、失 敗 の 原 因 は 自 ら が「 能 力 不 足 」

に 帰 属 す る ほ ど 、「 課 題 の 成 功 」や「 自 分 が で き る こ と 」へ の

期 待 が 低 く な る と 指 摘 し て い る 。 波 多 野 誼 余 夫 ・ 稲 垣 佳 世 子

（ 1981） は 、 成 功 ・ 失 敗 の 原 因 を 自 ら の 「 努 力 」 ま た は 「 能

力 」に す る か に よ っ て 、期 待 へ の 変 化 が 異 な る と 記 し て い る 。

頑 張 り 型 の 者 は 、 無 力 感 型 の 者 に 比 し て 失 敗 の 原 因 を 自 ら の
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努 力 不 足 に 帰 属 し 、 ま た 成 功 は 自 ら の 努 力 の 賜 物 と み る 一 般

的 な 傾 向 が 明 ら か に 高 か っ た と 指 摘 し て い る 。 ま た 、 あ る 実

験 で は 、 実 験 者 か ら 出 さ れ る 課 題 は い つ も 解 け ず 失 敗 経 験 を

繰 り 返 し て い る 小 学 生 は 、 実 験 者 か ら 与 え ら れ た 課 題 に 対 し

て 最 初 か ら 自 ら の 力 で は で き な い と 諦 め て し ま う よ う に な る

の で あ る 。 す な わ ち 、 こ れ ら の 小 学 生 は 、 知 的 課 題 で の 失 敗

の 連 続 に よ る 問 題 解 決 能 力 の 低 下 、 一 種 の 「 獲 得 さ れ た 無 力

感 」を 示 し た と い う（ 波 多 野・稲 垣  1981）。藤 居（ 2012）は

日 本 の 小 学 校 5 年 か ら 高 校 2 年 ま で の 742 名 の 学 生 を 対 象 に

英 語 学 習 者 の 不 安 と 失 敗 回 避 と の 関 係 に つ い て 実 証 的 に 調 査

を 行 っ た 。 英 語 学 習 の 活 動 不 安 は 英 語 授 業 困 難 と の 関 連 が 見

ら れ 、 ま た 英 語 成 績 不 安 は 英 語 学 習 の 失 敗 回 避 行 動 と の 関 連

が 見 ら れ た と い う 。  

岩 田（ 1986）は 、「 成 功 又 は 失 敗 の 後 に 次 の 目 標 や 期 待 は 変

化 す る が 、 そ の 際 、 原 因 帰 属 が そ の 変 化 の 方 向 と 大 き さ を あ

る 程 度 決 定 す る 」と 指 摘 し て い る（ 岩 田  1986： 37）。こ の 点

に つ い て 、 速 水 （ 2012） の 研 究 に よ る と 、 高 い 学 業 成 績 を 示

す 者 が 低 い 学 業 成 績 を 示 す 者 に 比 し て 努 力 帰 属 が 高 か っ た こ

と が わ か っ た と し て い る 。 努 力 帰 属 が 高 い 者 は 、 成 功 、 失 敗

に 関 わ ら ず 、 次 回 の 課 題 や 目 標 の た め に 、 挑 戦 意 欲 を 高 め る

と い う 。 以 上 で 述 べ た よ う に 、 失 敗 の 原 因 は 課 題 の 困 難 度 や

運 に 帰 せ ら れ れ ば 、次 ぎ の 課 題 に 対 す る 期 待 は 低 下 し な い が 、

自 ら の 能 力 不 足 に 帰 せ ら れ る と 、 返 っ て 期 待 を 低 下 さ せ る こ

と と な る 。ま た 、失 敗 経 験 の 連 続 で 学 習 者 に「 学 習 性 無 力 感 」

を も た ら す 可 能 性 が あ る と 示 唆 さ れ る 。  

 

4. 台 湾 に お け る 日 本 語 学 習 の 動 機 づ け に 関 す る 研 究  

近 年 、 台 湾 に お け る 日 本 語 学 習 動 機 づ け に 関 す る 研 究 領 域

に お い て「 日 本 語 学 習 全 般（ 第 二 外 国 語 学 習 ）」お よ び「 日 本
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語 の 授 業 場 面 」 の 二 つ の ア プ ロ ー チ で な さ れ た 研 究 が 多 数 を

占 め て い る 。 日 本 語 学 習 全 般 に 関 す る 動 機 付 け の 研 究 に は 、

「 日 本 語 学 習 の 動 機 付 け と 成 績 と の 関 係 」(堀 越  2007、2010a、

2010b）、「 日 本 語 学 習 者 の 学 習 困 難 度 と 動 機 づ け 」（ 楊  2012）、

「 日 本 語 学 習 の ス ト ラ テ ジ ー 」（ 林  2007、 2010； 盧  2011)

な ど が あ る 。「 日 本 語 の 授 業 場 面 」、 と り わ け 「 聴 解 授 業 と ス

ト ラ テ ジ ー 」 の 研 究 に は 、 呉 （ 2012） な ど が あ る 。  

堀 越（ 2010a）は 、学 習 者 の「 動 機 づ け が 学 習 ス ト ラ テ ジ ー

に 影 響 を 与 え 、そ れ が 学 習 成 果 を 左 右 す る 」と 指 摘 し て い る 。

理 解 享 受 型 と 報 酬 期 待 型 の 動 機 付 け が 認 知 的 ス ト ラ テ ジ ー に

正 の 影 響 を 及 ぼ し 、 認 知 的 ス ト ラ テ ジ ー が 学 習 成 果 に 影 響 を

与 え た こ と が 明 ら か に さ れ た 。ま た 、堀 越（ 2010b）で は 他 人

に 評 価 さ れ た い（ 有 能 感 ）、日 本 語 を 就 職 に 欠 か せ な い 道 具 と

し て 身 に つ け た い（ 道 具 ）、学 位 を と る た め に 日 本 語 を 勉 強 し

た い （ 学 位 取 得 ） の 動 機 づ け は 却 っ て 学 習 成 果 に 負 の 影 響 を

及 ぼ し た 。一 方 、社 会 的 地 位 達 成 の 意 識 が 強 ま る「 上 昇 志 向 」

が 、 学 習 成 果 に 比 較 的 に 大 き な 影 響 力 を 持 つ こ と が 明 ら か に

な っ た 。  

林 （ 2010） は 、 大 学 生 用 の 日 本 語 学 習 ス ト ラ テ ジ ー 尺 度 の

作 成 を 試 み 、 3 校 の 大 学 の 日 本 語 学 科 の 学 習 者 を 対 象 に 日 本

語 学 習 ス ト ラ テ ジ ー 尺 度 の 検 証 を 行 っ た 。 日 本 語 学 科 の 学 生

が 頻 繁 に 用 い た 日 本 語 学 習 の ス ト ラ テ ジ ー は 、 記 憶 ス ト ラ テ

ジ ー 、 認 知 ス ト ラ テ ジ ー 、 補 償 ス ト ラ テ ジ ー 、 メ タ 認 知 ス ト

ラ テ ジ ー 、 上 位 ス ト ラ テ ジ ー 、 社 会 的 ス ト ラ テ ジ ー 、 積 極 的

ス ト ラ テ ジ ー で あ る 。 ま た 、 日 本 語 学 習 ス ト ラ テ ジ ー は 日 本

語 学 習 者 の 日 本 語 能 力 が 高 い ほ ど 、 学 習 ス ト ラ テ ジ ー の 使 用

度 が 高 ま る と い う 結 果 が 明 ら か に な っ た 。  

盧 （ 2011） は 、 大 学 生 の 日 本 語 学 習 ビ リ ー フ と 学 習 ス ト ラ

テ ジ ー に つ い て 、 台 湾 に お け る 9 校 の 日 本 語 を 主 専 攻 す る 大

学 を 対 象 に 実 証 的 な 調 査 を 行 っ た 。日 本 語 能 力 試 験 N2 以 上 を
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取 得 し た 学 習 者 は 、 未 取 得 者 よ り 「 学 習 者 の 自 律 性 」 の ビ リ

ー フ が 高 ま る 傾 向 を 示 し た 。ま た 、日 本 語 能 力 試 験 N2 以 上 の

取 得 者 は 未 取 得 者 よ り 「 サ ブ カ ル チ ャ ー 学 習 ス ト ラ テ ジ ー 」、

「 社 会 ス ト ラ テ ジ ー 」、「 メ タ 認 知 ス ト ラ テ ジ ー 」 の 得 点 が 高

い こ と が わ か っ た 。  

楊（ 2012）は 、日 本 語 非 専 攻 の 大 学 生 239名 を 対 象 に 学 習 困

難 度 と 動 機 づ け に つ い て 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。 結 果 か ら 、 学

習 困 難 度 が 日 本 語 非 専 攻 学 習 者 の 動 機 づ け に 影 響 を 及 ぼ し 、

と り わ け 有 能 感 の 喪 失 が 日 本 語 学 習 の 動 機 づ け に 負 の 影 響 を

与 え て い る と い う 。  

呉 （ 2012） は 、 日 本 語 の 聴 解 授 業 に お い て 1 学 期 の 協 働 学

習 を 導 入 す る こ と に よ っ て 、 学 習 者 の 学 習 ス ト ラ テ ジ ー の 使

用 頻 度 の 変 化 を 検 証 し た 。 協 働 学 習 を 導 入 し た 前 後 の 学 習 ス

ト ラ テ ジ ー の 使 用 頻 度 の 変 化 に 関 し て 、 補 償 ス ト ラ テ ジ ー 以

外 、 す な わ ち 他 の 学 習 ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 頻 度 が 上 昇 し た 傾

向 が み ら れ た と 報 告 し て い る 。  

 以 上 の 先 行 研 究 か ら 、 日 本 語 の 学 習 者 に と っ て 学 習 に 適 切

な ス ト ラ テ ジ ー を 使 用 す る こ と 、 上 昇 志 向 が 高 い こ と 、 さ ら

に 、 自 律 的 に 学 習 す る こ と が 学 習 成 果 を 高 め る 効 果 が あ る と

読 み 取 れ る 。 ま た 、 学 習 の 困 難 度 が 学 習 者 の 動 機 付 け に 負 の

影 響 を 及 ぼ し 、 学 習 意 欲 を 低 下 さ せ る 恐 れ が あ る 。 留 意 す べ

き 事 柄 は 、 楊 （ 2012） の 研 究 に お い て 示 し て い る と お り 、 有

能 感 の 喪 失 が 動 機 づ け に 負 の 影 響 を 与 え た と い う こ と で あ る 。

つ ま り 、 学 習 困 難 度 、 不 安 感 、 失 敗 へ の 怖 れ な ど が 学 習 者 の

動 機 づ け に 負 の 影 響 を 与 え る 可 能 性 が 存 在 す る こ と は 否 定 で

き な い と 示 唆 さ れ る 。 ま た 、 学 習 成 果 と ス ト ラ テ ジ ー と の 分

析 に 関 し て は 、 日 本 語 能 力 試 験 合 格 級 数 を 学 習 成 果 と し て 用

い て 検 討 し た 研 究 が 多 く 見 ら れ る が 、 実 際 の 日 本 語 学 習 の 成

111



台灣日語教育學報第24号

 

 

績 を 用 い て 分 析 し た も の が そ れ ほ ど み ら れ な い 1。さ ら に 、日

本 語 の 聴 解 学 習 と ネ ガ テ ィ ブ 感 情 の 動 機 づ け と の 関 連 に 関 す

る 研 究 が 不 十 分 だ と 思 わ れ る 。 そ こ で 、 本 稿 で は 学 習 成 果 の

客 観 性 を 確 保 す る た め 、 1 年 間 の 聴 解 授 業 の 成 績 （ 第 １ 学 期

と 第 2 学 期 の 平 均 成 績 ） を 学 習 成 果 と し て 分 析 に 使 用 す る 2。

ま た 、 本 稿 は 研 究 目 的 に 基 づ き 、 以 下 の 研 究 仮 設 を 立 て 、 定

量 的 な 検 証 を 行 う 。  

仮 説 1 失 敗 回 避 の 動 機 づ け は 日 本 語 の 聴 解 授 業 の 学 習 成 果

に 負 の 影 響 を 及 ぼ す 。  

仮 説 2 失 敗 の 原 因 帰 属 の 類 型 は 日 本 語 の 聴 解 授 業 の 学 習 成

果 へ の 影 響 が 異 な る 。  

仮 説 3 失 敗 の 経 験 は 学 生 の 自 尊 感 情 に 影 響 を 及 ぼ し 、 日 本

語 の 聴 解 授 業 の 成 績 を 低 下 さ せ る 可 能 性 が あ る 。  

 

本 稿 で は 上 述 し た 三 つ の 仮 設 に 基 づ き 、日 本 語 の 授 業 場 面 、

と り わ け 聴 解 授 業 に 焦 点 を 当 て て ネ ガ テ ィ ブ 感 情 の 失 敗 回 避

動 機 と 学 習 成 果 と の 関 連 を 究 明 す る 。  

 

5. 研 究 方 法  

本 稿 の 研 究 の 枠 組 み は 図 1 に 示 さ れ て い る 。 調 査 は 予 備 調

査 と 本 調 査 の 二 つ に 分 け ら れ る 。 以 下 は 本 稿 の 研 究 の 枠 組 み

に つ い て 説 明 す る 。  

                                                   
1上 述 し た 先 行 研 究 に お い て 、 堀 越 （ 2 0 1 0 b） は 学 生 の 日 本 語 関 連 の 全

必 修 科 目 の 学 期 成 績 を 使 用 し て い る が 、 そ れ 以 外 の 多 数 の 研 究 で は 、

日 本 語 能 力 試 験 合 格 級 数 を 使 用 し て い る 。  
2 1 年 間 の 聴 解 授 業 の 成 績 （ 第 １ 学 期 と 第 2 学 期 の 平 均 成 績 ） を 使 用 す

る 理 由 と し て は 、（ 1）長 期 的 に わ た っ て 学 習 成 果 を 評 価 し た こ と 、（ 2）

選 択 肢 式 テ ス ト 以 外 、 組 み 合 わ せ 法 、 完 成 法 な ど の テ ス ト 方 式 を 併 用

し た こ と 、（ 3） 該 当 授 業 で の 学 生 の 学 習 到 達 度 を 確 か め る こ と な ど が

挙 げ ら れ る 。 ま た 、 授 業 成 績 の 計 算 に は 学 習 到 達 度 の み な ら ず 、 出 席

状 況 な ど の 要 因 も 含 ま れ て い る た め 、 客 観 性 が 失 わ れ る の で は な い か

と い う 疑 問 が 出 る と 思 わ れ る 。 そ こ で 、 本 稿 で は 、 上 述 し た 疑 問 点 に

対 し て 、 諸 要 因 を コ ン ト ロ ー ル す る た め に 、 4 つ の モ デ ル を 作 成 し 、

重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。 そ れ に よ り 、 諸 要 因 の 影 響 力 を 析 出 さ せ た 。  
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図 1 研 究 の 枠 組 み  

 

5.1 予 備 調 査  

 本 稿 の 調 査 対 象 は 文 藻 外 語 大 学 日 本 語 学 科 に お け る 本 研 究

者 の 聴 解 授 業 を 履 修 し て い る 専 科 部 4 年 生 、大 学 3 年 生 の 143

人 で あ っ た 。 本 研 究 は 調 査 の 妥 当 性 を 求 め る た め 、 本 調 査 を

行 う 前 に 予 備 調 査 を 実 施 し た 。予 備 調 査 の 内 容 は 主 と し て「 聴

解 学 習 の 問 題 点 」、「 失 敗 回 避 動 機 」、「 不 安 感 」 の 三 つ の テ ー

マ に 分 け ら れ た 。 予 備 調 査 は 半 構 造 化 の 質 問 で 聴 解 授 業 を 履

修 し て い る 学 習 者 に 回 答 を 求 め た 。 予 備 調 査 の 調 査 期 間 は

2013 年 3 月 21 日 か ら 3 月 29 日 ま で で あ っ た 。有 効 回 答 者 数

は 74 人 で あ っ た 。予 備 調 査 は 質 的 分 析 ソ フ ト Nvivo10 を 使 用

し 、 回 答 者 か ら の 回 答 を コ ー デ ィ ン グ し て 分 析 し た 。  

 

5.2 本 調 査  

 予 備 調 査 の 研 究 結 果 に 基 づ い て ア ン ケ ー ト 形 式 の 質 問 票 を

作 成 し 、 そ し て ウ ェ ブ サ イ ト に 質 問 項 目 を 入 力 し た 。 調 査 対

象 は 本 研 究 者 の 聴 解 授 業 を 履 修 し て い る 日 本 語 主 専 攻 の 専 科

部 4 年 生 、 大 学 3 年 生 の 139 人 を 対 象 に 調 査 を 行 っ た 。 調 査

期 間 は 2013 年 5 月 29 日 か ら 2013 年 6 月 5 日 ま で で あ っ た 。

調 査 方 法 は 集 合 法 を 用 い 、授 業 時 間 の 15 分 間 を 使 用 し 、ウ ェ

ブ に よ る 調 査 を 行 っ た 。 被 験 者 は パ ス ワ ー ド で ウ ェ ブ に 登 録

し 、 ア ン ケ ー ト の 質 問 に 回 答 し た 。 有 効 回 答 者 数 は 139 人 で

学 習 成 果  

予 備 調 査  

1 .聴 解 学 習

の 問 題 点  

2 .失 敗 回 避

動 機  

3 .不 安 感 の

由 来  

本 調 査  

不 安 感  

失 敗 回 避 動 機  

原 因 帰 属  

 内 的 要 因  

 外 的 要 因  
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あ っ た 。  

 

5.3 日 本 語 聴 解 の 授 業 方 式  

 日 本 語 聴 解 の 授 業 方 式 は 、 一 部 分 の 授 業 内 容 を 宿 題 と し て

学 生 に 自 宅 で 勉 強 さ せ る 以 外 に 、 大 部 分 の 授 業 内 容 を 授 業 当

日 に 学 生 に 聞 か せ る 方 式 を 採 っ た 。 聴 解 授 業 の 練 習 方 式 は 、

学 生 が 自 宅 で 練 習 し た 学 習 成 果 を 確 か め る た め に 、 毎 週 試 験

型 の 練 習 方 式 を 採 用 し 、 当 該 試 験 結 果 （ 得 点 ） を 平 常 点 と し

て 採 算 し た 。  

 

5.4 パ ス 解 析 の モ デ ル  

 本 稿 の 研 究 仮 説 に 基 づ き 、 以 下 の パ ス 解 析 の モ デ ル を 作 成

し た 。 挫 折 ・ 失 敗 の 経 験 が 自 尊 感 情 に 影 響 を 及 ぼ し 、 そ し て

学 習 意 欲 が 自 尊 感 情 か ら 影 響 を 受 け 、 日 本 語 の 聴 解 授 業 の 学

習 成 果 に 影 響 を 与 え る 。 も う ひ と つ の モ デ ル は 、 挫 折 ・ 失 敗

の 経 験 が 学 習 者 の 「 失 敗 へ の 怖 れ 」 に 影 響 を 与 え 、 そ し て 学

習 成 果 が 失 敗 回 避 か ら 影 響 を 受 け る 。 以 上 の モ デ ル は 挫 折 ・

失 敗 の 経 験 が 学 習 成 果 に 対 し て 間 接 的 な 影 響 を 与 え る が 、 直

接 的 な 影 響 を 観 測 で き な い 。 そ れ を 明 ら か に す る た め に 、 学

習 成 果 に 対 し て 挫 折 ・ 失 敗 の 経 験 か ら の 直 接 的 な 影 響 の モ デ

ル を 作 成 し た 。  

 

 

 

 

 

 

図 2 パ ス 解 析 の モ デ ル  

 

失 敗 の 経 験  

自 尊 感 情  学 習 意 欲  

学 習 成 果  

失 敗 回 避  
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6. 結 果 分 析  

6.1 被 験 者 の 成 績 分 布  

聴 解 授 業 に お け る 学 習 者 の 1年 間 の 成 績 の 最 小 値 は 43.5点 、

最 大 値 は 91.0点 、平 均 成 績 は 72.44点 と な っ て い る 。成 績 の 分

布 は 、60点（ 含 ）以 下 6.5％（ 9人 ）、60.01-70.00点 30.9％（ 43

人 ）、70.01-80.00点 47.5％（ 66人 ）、80.01点（ 含 ）以 上 15.1％

（ 21人 ）と な っ て い る（ χ 2＝ 54.583, df＝ 3, p＝ .000＜ .001）。 

 

6.2 失 敗 回 避 の 因 子 分 析  

 失 敗 回 避 類 型 の A～ Pの 16項 目 に 対 し て 主 因 子 法 に よ る 因 子

分 析 を 行 っ た 結 果 、因 子 抽 出 後 の 共 通 性 で は 第 16問 Pの 共 通 性

が .08＜ .200の た め 、因 子 分 析 を 行 う の に 不 適 切 で あ る と 判 断

し 、 項 目 か ら 削 除 す る こ と に し た 。 次 に 、 残 り の A～ Oの 15項

目 に 対 し て 主 因 子 法 ・ バ リ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行

っ た と こ ろ 、 4因 子 が 得 ら れ た 。 回 転 後 の 4因 子 で 15項 目 の 累

積 寄 与 率 は 47.35％ で あ っ た 。 表 3は 主 因 子 法 ・ バ リ マ ッ ク ス

回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た 結 果 を 示 し た も の で あ る 。 因 子

分 析 の 結 果 を 考 察 す る に 先 立 っ て 、KMO及 び Bartlettの 因 子 分

析 の 検 定 統 計 量 を 検 討 す る 。 適 合 度 検 定 に お け る 有 意 確 率 は

い ず れ も .000で あ っ た が 、 A～ Oの 15項 目 の KMO検 定 統 計 量

が .764で あ っ た 。 KMO検 定 統 計 量 の 基 準 値 は 1に 近 い ほ ど 変 数

の 因 子 分 析 を 行 う の に 適 合 す る と さ れ る 。一 般 的 に KMO検 定 統

計 量 は 、0.9以 上 は 優 秀 、0.8以 上 は か な り 良 い 、0.7以 上 は 良

い 、 0.6は 普 通 、 0.5以 下 は 不 十 分 だ と し て い る 3。そ こ で 、本

稿 に お け る 失 敗 回 避 類 型 15項 目 の 変 数 は 因 子 分 析 に 適 合 し て

い る と 言 え る 。 ま た 、 A～ Oの 15項 目 の α 係 数 は .821で 、 尺 度

の 内 的 整 合 性 が か な り 良 い と 言 っ て よ い 4。  

                                                   
3  吳 明 隆 （ 2 0 0 9）『 S P S S 操 作 與 應 用 （ 第 二 版 ）』 五 南 圖 書  
4  α係 数 は 、0 . 9 以 上 は 優 秀 、0 . 8 以 上 は か な り 良 い 、0 . 7 以 上 は 良 い 、

0 . 6 は 普 通 、 0 . 5 以 下 は 不 十 分 だ と し て い る 。 吳 明 隆 （ 2 0 0 9）『 S P S S 操

作 與 應 用 （ 第 二 版 ）』 五 南 圖 書  
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表 2 KMO及 び Bartlettの 検 定  

 A～ O  

1 5項 目  

A～ P  

1 6項 目  

K a i s e r - M e y e r - O l k i nの 標 本 妥 当 性 の 測 度  . 7 6 5  . 7 5 5  

B a r t l e t t  の 球 面 性 検 定  近 似 カ イ 2乗  6 6 7 . 5 4 4  6 9 3 . 9 3 8  

  自 由 度  1 0 5  1 2 0  

  有 意 確 率  . 0 0 0  . 0 0 0  

 

 各 因 子 は 以 下 の よ う に 解 釈 さ れ る 。第 1 因 子 は 、「 現 実 的 な

問 題 に 目 を 向 け ず 、絶 え ず 口 実 を 探 し て 現 実 逃 避 を す る 」「 厄

介 な 問 題 に 直 面 し た と き 、 し ば ら く そ の 問 題 を 先 送 り し て 、

ま た 後 で す る 」 「 問 題 に 直 面 し た 時 そ れ に 直 面 し た く な い 」

な ど の 項 目 で 因 子 負 荷 が 高 く 、 現 実 的 な 問 題 あ る い は 目 の 前

の 問 題 に 直 面 し よ う と し な い 。 あ る い は 、 現 実 の 問 題 が 存 在

し な い か の よ う な 振 り を し て 目 を 背 け る こ と か ら 、 現 実 逃 避

型 と 名 付 け た 。  

第 2 因 子 は 、 「 問 題 に 直 面 し た と き 、 緊 張 し て ど う す る べ

き か わ か ら な い 」 「 解 決 で き な い 問 題 に 直 面 し た と き 、 断 固

た る 決 断 を 直 ち に 下 す こ と が で き な い 」 「 自 分 で 物 事 を 成 し

遂 げ ら れ な い こ と が 心 配 で た め ら う 」 な ど の 項 目 で 因 子 負 荷

が 高 く 、 困 難 や 問 題 に 直 面 し た と き 、 ど う 対 処 し て よ い か わ

か ら ず 、 決 断 を 下 す こ と が で き な い こ と か ら 、 混 迷 型 と 名 付

け た 。  

第 3 因 子 は 、 「 事 が 起 こ る 前 に 、 前 も っ て 困 難 に 直 面 す る

と 想 定 し て お く 」 「 計 画 を 行 う 前 に 、 前 も っ て 実 行 す る の が

難 し い と 想 定 し 、 そ れ を や め て し ま う 」 な ど の 項 目 で 、 事 柄

が 起 こ る 前 、 あ る い は 計 画 を 行 う 前 に 困 難 に 直 面 す る こ と 、

実 行 す る こ と が 困 難 だ と 予 め 想 定 し て お き 、 消 極 的 な 考 え を

持 つ こ と か ら 、 失 敗 予 期 型 と 命 名 し た 。  

第 4 因 子 は 「 自 分 が 問 題 に 巻 き 込 ま れ た と き 、 ま ず 何 と か

し て 苦 境 か ら 抜 け 出 そ う と す る 」 「 問 題 に 直 面 し た と き 、 他

人 が ど う で あ れ 、 自 分 が 巻 き 込 ま れ な い か に 目 を 向 け る 」 な
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ど の 項 目 で 、 自 ら が 問 題 に 巻 き 込 ま れ な い よ う に 問 題 や 苦 境

か ら 脱 出 す る 方 法 を よ く 考 え て 自 ら を 守 る こ と か ら 、 自 己 防

衛 型 と 命 名 し た 。  

表 3 失 敗 回 避 類 型 の 因 子 分 析  

変     数  

 

因 子 1  

現 実 逃

避 型  

因 子 2  

混 迷 型  

 

因 子 3  

失 敗 予

期 型  

因 子 4  

自 己 防

衛 型  

共 通

性  

因 子 1  現 実 逃 避 型 （ α ＝ . 7 4 8）       

L現 実 的 な 問 題 に 目 を 向 け ず 、 絶 え ず 口 実 を

探 し て 現 実 逃 避 を す る  
. 7 0 6  . 0 9 9  . 2 0 7  . 0 8 7  . 5 5 9  

J厄 介 な 問 題 に 直 面 し た と き 、 し ば ら く そ の

問 題 を 先 送 り し て 、 ま た 後 で す る  
. 6 9 4  . 0 8 1  . 1 4 0  . 0 3 7  . 5 0 9  

I問 題 に 直 面 し た 時 そ れ に 直 面 し た く な い  . 6 4 1  . 1 0 5  . 2 5 1  - . 0 1 5  . 4 8 5  

K困 難 な 問 題 を 考 え ず 、 と に か く 目 の 前 の 事

柄 だ け に 目 を 向 け る  
. 5 5 5  . 0 6 5  - . 1 7 3  . 1 1 5  . 3 5 6  

因 子 2  混 迷 型 （ α＝ . 7 7 5）       

B問 題 に 直 面 し た と き 、 緊 張 し て ど う す る べ

き か が わ か ら な い  
. 1 3 4  . 7 9 2  . 1 5 2  . 0 3 9  . 6 7 1  

A問 題 に 直 面 し た と き 、 ど う す れ ば 良 い か わ

か ら ず 困 っ て い る  
. 2 1 2  . 7 2 4  . 0 4 3  . 0 5 8  . 5 7 4  

D自 分 で 物 事 を 成 し 遂 げ ら れ な い こ と が 心

配 で た め ら う  
. 0 7 6  . 4 9 8  . 3 5 4  . 1 1 0  . 3 9 1  

C解 決 で き な い 問 題 に 直 面 し た と き 、 断 固 た

る 決 断 を 直 ち に 下 す こ と が で き な い  
- . 0 4 2  . 4 7 6  . 1 7 6  . 0 5 9  . 2 6 2  

H自 分 の や り 方 に よ り 失 敗 を 招 く こ と を 心

配 す る  
. 2 0 3  . 4 4 6  . 4 1 5  . 1 4 4  . 4 3 4  

因 子 3  失 敗 予 期 型 （ α ＝ . 7 2 7）       

Gこ れ か ら 実 行 す る 物 事 に 対 し て 消 極 的 な

考 え を 持 っ て い る た め 、 成 功 す る 可 能 性 が

低 い と 思 う  

. 1 2 4  . 2 8 3  . 7 1 4  . 2 0 9  . 6 4 9  

E事 が 起 こ る 前 に 、 前 も っ て 困 難 に 直 面 す る

と 想 定 し て お く  
. 0 5 8  . 1 8 2  . 6 1 1  . 2 6 6  . 4 8 0  

F計 画 を 行 う 前 に 、 前 も っ て 実 行 す る の が 難

し い と 想 定 し 、 そ れ を や め て し ま う  
. 4 1 2  . 2 5 8  . 5 2 4  - . 0 3 5  . 5 1 2  

因 子 4  自 己 防 衛 型 （ α ＝ . 6 2 1）       

N自 分 が 問 題 に 巻 き 込 ま れ た と き 、 ま ず 何 と

か し て 苦 境 か ら 抜 け 出 そ う と す る  
. 1 2 6  . 0 4 6  . 1 2 9  . 6 5 3  . 4 6 1  

M問 題 に 直 面 し た と き 、 他 人 が ど う で あ れ 、

自 分 が 巻 き 込 ま れ な い か に 目 を 向 け る  
. 3 1 5  . 0 6 9  . 1 2 2  . 5 5 7  . 4 2 9  

O失 敗 を 怖 れ る か ら 、 他 人 と 違 う 方 法 を い ろ

い ろ 考 え た い  
- . 1 2 8  . 0 8 8  . 0 8 7  . 5 4 9  . 3 3 3  

因 子 寄 与  2 . 1 3 0  2 . 0 5 0  1 . 7 0 6  1 . 2 1 7   

因 子 寄 与 率 （ ％ ）  1 4 . 2 0 2  1 3 . 6 6 9  1 1 . 3 7 3  8 . 1 1 1   

累 積 因 子 寄 与 率 （ ％ ）  1 4 . 2 0 2  2 7 . 8 7 1  3 9 . 2 4 4  4 7 . 3 5 5   

下 位 尺 度 得 点  2 . 5 6 2 9  3 . 3 0 7 9  2 . 6 5 7 1  2 . 5 4 9 2   

因 子 抽 出 法 ： 主 因 子 法  

回 転 法 ： K a i s e rの 正 規 化 を 伴 う バ リ マ ッ ク ス 法  

 

 各 因 子 の 下 位 尺 度 の 得 点 を 算 出 し た こ と に よ り 、 現 実 逃 避

型 得 点 （ 平 均 2.56、 SD 0.70） 、 混 迷 型 得 点 （ 平 均  3.30、 SD 

0.70） 、 失 敗 予 期 型 得 点 （ 平 均 2.65、 SD 0.80） 、 自 己 防 衛

型 得 点 （ 平 均  2.54、 SD 0.71） と し た 。 各 因 子 の 内 的 整 合 性

を 検 討 す る た め 、 尺 度 の 信 頼 性 係 数 （ α 係 数 ） を 算 出 し た と
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こ ろ 、 現 実 逃 避 型 で α ＝ .748、 混 迷 型 で α ＝ .775、 失 敗 予 期

型 で α ＝ .727、自 己 防 衛 型 で α ＝ .621 と な っ て お り 、許 容 で

き る 値 が 得 ら れ た 。  

さ ら に 、 失 敗 回 避 因 子 の 下 位 尺 度 得 点 を 用 い て 相 関 分 析 を

行 っ た 結 果 、 因 子 間 は 正 の 相 関 関 係 を 示 し た 。 と り わ け 、 失

敗 予 期 型 と 混 迷 型 は 中 位 の 正 の 相 関 関 係 を 呈 し た 。す な わ ち 、

困 難 な 課 題 に 直 面 し た 際 、 ど う 対 処 し て よ い か が 分 か ら な い

者 ほ ど 、 失 敗 の 到 来 を 予 期 し 、 次 の 一 歩 を 踏 み 出 す の を 躊 躇

す る よ う に な る 可 能 性 が 高 ま る こ と が 明 ら か に な っ た 。ま た 、

失 敗 を 怖 れ る ほ ど 、 目 前 の 課 題 に 向 合 お う と し な い 現 実 逃 避

の 傾 向 が う か が え る 。  

表 4 失 敗 回 避 類 型 の 相 関 分 析  

 

現 実  

逃 避 型  

混 迷 型  

 

失 敗  

予 期 型  

自 己  

防 衛 型  

現 実 逃 避 型  1 .289 * * .343 * * .194 * 

混 迷 型   1 .547 * * .227 * * 

失 敗 予 期 型    1 .319 * * 

自 己 防 衛 型     1 
注 ） * *   相 関 係 数 は 1％ 水 準 で 有 意 （ 両 側 ） 。  

*   相 関 係 数 は 5％ 水 準 で 有 意 （ 両 側 ） 。  

 

6.3 失 敗 回 避 に よ る 分 類  

 失 敗 回 避 尺 度 の「 現 実 逃 避 型 」「 混 迷 型 」「 失 敗 予 期 型 」「 自

己 防 衛 型 」 の 得 点 を 用 い て 、 グ ル ー プ 内 平 均 連 結 法 に よ る ク

ラ ス タ 分 析 を 行 い 、 四 つ の ク ラ ス タ が 得 ら れ た 。 第 1 ク ラ ス

タ に は 49 名 、第 2 ク ラ ス タ に は 53 名 、第 3 ク ラ ス タ に は 12

名 、第 4 ク ラ ス タ に は 25 名 の 調 査 対 象 が 含 ま れ て い た 。カ イ

2 乗 検 定 を 行 っ た 結 果 、 有 意 な 人 数 比 率 の 偏 り が 見 ら れ な か

っ た （ χ ²＝ 33.05,df＝ 3,p＜ .001）。  

そ れ に 続 き 、 得 ら れ た 四 つ の ク ラ ス タ を 独 立 変 数 、 「 現 実

逃 避 型 」「 混 迷 型 」「 失 敗 予 期 型 」「 自 己 防 衛 型 」の 四 つ の 因 子

を 従 属 変 数 と し た 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 、 そ の す べ て に お い
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て 有 意 な 群 間 差 が 見 ら れ た（ 現 実 逃 避 型：F（ 3,135）＝ 8.41、

混 迷 型：F（ 3,135）＝ 72.54、失 敗 予 期 型：F（ 3,135）＝ 28.69、

自 己 防 衛 型： F（ 3,135）＝ 27.79、す べ て の ｐ ＜ .001）。Tukey

の HSD 法 に よ る 多 重 比 較 を 行 っ た と こ ろ 、 表 5 ク ラ ス タ 得 点

の 順 位 の 結 果 が 得 ら れ た 。  

表 5 ク ラ ス タ 得 点 の 順 位  

現 実 逃 避  第 2ク ラ ス タ ＞ 第 4ク ラ ス タ ＞ 第 1ク ラ ス タ ＞ 第 3ク ラ ス タ  

混 迷 型  第 4ク ラ ス タ ＞ 第 2ク ラ ス タ ＞ 第 3ク ラ ス タ ＞ 第 1ク ラ ス タ  

失 敗 予 期  第 4ク ラ ス タ ＞ 第 1ク ラ ス タ ＞ 第 2ク ラ ス タ ＞ 第 3ク ラ ス タ  

自 己 防 衛  第 2ク ラ ス タ ＞ 第 1ク ラ ス タ ＞ 第 4ク ラ ス タ ＞ 第 3ク ラ ス タ  

 

 以 上 で 得 ら れ た 結 果 を 次 の よ う に 説 明 す る 。第 1ク ラ ス タ は

混 迷 、 現 実 逃 避 の 得 点 が と も に 低 く 、 困 難 な こ と や 課 題 に 直

面 す る 際 に 迷 わ ず 、 失 敗 へ の 恐 れ を 逃 避 し な い 傾 向 に あ る と

考 え ら れ る た め 、「 理 性 的 行 動 」 群 と し た 。 第 2ク ラ ス タ は 、

自 己 防 衛 、現 実 逃 避 の 得 点 が 高 く 、失 敗 予 期 が 低 い こ と か ら 、

困 難 や 厄 介 な 問 題 に 直 面 せ ず 、 失 敗 か ら 身 を 守 る 傾 向 に あ る

と 考 え ら れ る た め 、「 自 己 防 衛 」 群 と し た 。 第 3ク ラ ス タ は 、

現 実 逃 避 、 失 敗 予 期 、 自 己 防 衛 の 得 点 が 低 く 、 困 難 や 問 題 に

対 し て 無 関 心 な 態 度 を 示 す 傾 向 に あ る と 考 え ら れ る た め 、「 無

気 力 」群 と し た 。第 4ク ラ ス タ は 、失 敗 予 期 、混 迷 の 得 点 が 高

く 、 未 だ 生 じ て い な い 事 柄 に 対 し て 失 敗 の 可 能 性 が 高 い と い

う 消 極 的 な 考 え 方 を 持 つ と 考 え ら れ る た め 、「 失 敗 予 期 」群 と

し た 。  

次 に 、 得 ら れ た 四 つ の ク ラ ス タ を 独 立 変 数 、 成 績 を 従 属 変

数 と し た 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 、群 間 の 得 点 差 は 1％ 水 準 で 有

意 で あ っ た （ F（ 3,135） ＝ 3.00,p＜ .05） 。 図 3は 四 つ の ク ラ

ス タ と 学 習 成 果 の 得 点 を 示 し た も の で あ る 。 得 点 は 、 理 性 的

行 動 群（ 74.41）＞ 失 敗 予 期 群（ 72.76）＞ 自 己 防 衛 群（ 71.68）

＞ 無 気 力 群（ 67.08）の 順 と な っ て い る 。Tukeyの HSD法 に よ る

多 重 比 較 を 行 っ た 結 果 は 、 「 理 性 的 行 動 群 」 と 「 無 気 力 群 」
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と の 間 に 、統 計 的 に 有 意 な 群 間 差 が み ら れ た 。こ の 結 果 か ら 、

日 本 語 の 聴 解 学 習 に お い て 「 理 性 的 行 動 群 」 は 学 習 成 果 が 最

も 高 く 、 失 敗 予 期 群 、 自 己 防 衛 群 、 無 気 力 群 の 順 と な っ て い

る 。 と り わ け 、 自 己 理 解 群 と 無 気 力 群 と の 間 の 学 習 成 果 の 得

点 差 が 高 い こ と が 明 ら か に さ れ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 四 つ の ク ラ ス タ と 学 習 成 果  

表 6  失 敗 回 避 の ス タ イ ル の 多 重 比 較  

(I )失 敗 回 避 の

ス タ イ ル   

(J )失 敗 回 避 の

ス タ イ ル   

平 均 値 の

差 ( I -J )  標 準 誤 差  有 意 確 率  

下 限  上 限  下 限  

理 性 的 行 動 群  

自 己 防 衛 群  2. 7 2 96 9  1. 5 7 30 0  .3 1 0  

無 気 力 群  7. 3 3 50 3 *  2. 5 5 64 7  .0 2 4  

失 敗 予 期 群  1. 6 5 83 7  1. 9 5 08 0  .8 3 0  

自 己 防 衛 群  

理 性 的 行 動 群  -2 . 7 29 6 9  1. 5 7 30 0  .3 1 0  

無 気 力 群  4. 6 0 53 5  2. 5 3 74 2  .2 7 1  

失 敗 予 期 群  -1 . 0 71 3 2  1. 9 2 57 7  .9 4 5  

無 気 力 群  

理 性 的 行 動 群  -7 . 3 35 0 3 *  2. 5 5 64 7  .0 2 4  

自 己 防 衛 群  -4 . 6 05 3 5  2. 5 3 74 2  .2 7 1  

失 敗 予 期 群  -5 . 6 76 6 7  2. 7 8 74 3  .1 8 0  

失 敗 予 期 群  

理 性 的 行 動 群  -1 . 6 58 3 7  1. 9 5 08 0  .8 3 0  

自 己 防 衛 群  1. 0 7 13 2  1. 9 2 57 7  .9 4 5  

無 気 力 群  5. 6 7 66 7  2. 7 8 74 3  .1 8 0  

注 ） T u k e yの H S D法  

 

失 敗 回 避 の ス タ イ ル  

失 敗 予 期 群  

成

績  

7 2 . 7 6  

無 気 力 群  自 己 防 衛 群  理 性 的 行 動 群  

7 6 . 0 0  

7 4 . 0 0  

7 2 . 0 0  

7 0 . 0 0  

6 8 . 0 0  

6 6 . 0 0  6 7 . 0 8  

7 1 . 6 9  

7 4 . 4 2  
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6 . 4  失 敗 回 避 類 型 の 重 回 帰 分 析  

学 習 成 果 に 影 響 を 及 ぼ す 規 定 要 因 を 析 出 さ せ る た め 、 本 節

で は 四 つ の モ デ ル を 作 成 し 、 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。 モ デ ル 1

は 、 失 敗 回 避 の 因 子 か ら 構 成 さ れ る た め 、 失 敗 回 避 モ デ ル と

し た 。 モ デ ル 1 に 不 安 感 の 変 数 を 加 え た モ デ ル 2 は 不 安 感 モ

デ ル と し た 。 モ デ ル 2 に 原 因 帰 属 の 変 数 を 加 え た モ デ ル 3 は

原 因 帰 属 モ デ ル と し た 。 諸 変 数 を 投 入 し た モ デ ル 4 は ALL モ

デ ル と し た 。 そ し て 、 各 モ デ ル の 変 数 を 独 立 変 数 、 成 績 を 従

属 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。 表 7 は 学 習 成 果 の 重 回 帰

分 析 を 行 っ た 結 果 を 示 し た も の で あ る 。  

各 モ デ ル の R2 乗 の 変 化 は 、モ デ ル 1 で .073、モ デ ル 2 で .136、

モ デ ル 3 で .198、モ デ ル 4 で .463 と な っ て い る 。説 明 度 が 最

も 高 い モ デ ル は モ デ ル 4 で あ る 。 ま た 、 モ デ ル の 適 合 性 を 示

し た F 値 は 各 モ デ ル で 統 計 的 に 有 意 で あ る（ F＝ 2.627, p＜ .05、

F＝ 2.958 ,  p＜ .01、 F＝ 2.842 ,  p＜ .01、 F＝ 8.281 ,  p＜ .00 1） 。 

 モ デ ル 1 で は 、 混 迷 型 が 負 の 影 響 、 失 敗 予 期 型 が 正 の 影 響

を 示 し て い る 。 聴 解 学 習 の 過 程 で 混 迷 型 が 学 習 成 果 に 負 の 影

響 を 及 ぼ す の に 対 し て 、 失 敗 予 期 型 は 混 迷 型 よ り 正 の 影 響 を

及 ぼ す こ と が 明 ら か に な っ た 。不 安 感 を 加 え た モ デ ル 2 で は 、

不 安 感 の 諸 変 数 が 統 計 的 な 有 意 が 見 ら れ な い 。 モ デ ル 1 で 有

意 を 示 し た 混 迷 型 が 有 意 で な く な り 、 失 敗 予 期 型 が 依 然 と し

て 統 計 的 に 有 意 で あ る 。 原 因 帰 属 を 加 え た モ デ ル 3 で は 、 失

敗 予 期 型 、 努 力 不 足 、 内 容 困 難 が 統 計 的 な 有 意 を 示 し て い る

が 、 努 力 不 足 及 び 内 容 困 難 は 負 の 影 響 力 を 及 ぼ し て い る 。 諸

変 数 を 投 入 し た モ デ ル 4 で は 、 失 敗 予 期 型 、 欠 席 回 数 、 日 本

語 聴 解 レ ベ ル が 統 計 的 に 有 意 で 、主 な 規 定 要 因 と な っ て い る 。

と り わ け 、 欠 席 回 数 は 学 習 成 果 に 負 の 影 響 を 及 ぼ し て い る 。

欠 席 回 数 が 多 い 場 合 、 学 習 成 果 を 低 下 さ せ る 確 率 が 高 く な る

と 検 証 さ れ た 。 留 意 す べ き は 、 失 敗 予 期 型 は 各 モ デ ル で 影 響

力 が 弱 く な っ た の で は な く 、 一 定 の 影 響 力 を 持 つ と い う こ と

121



台灣日語教育學報第24号

 

 

で あ る 。  

 

表 7 学 習 成 果 の 重 回 帰 分 析  

 

モ デ ル 1  

失 敗 回 避

モ デ ル  

モ デ ル 2  

不 安 感  

モ デ ル  

モ デ ル 3  

原 因 帰 属  

モ デ ル  

モ デ ル 4  

A L L  

モ デ ル  

β  β  β  β  

失

敗

回

避  

現 実 逃 避 型  - . 0 0 1  - . 0 3 1  - . 0 5 3  - . 0 7 8  

混 迷 型  - . 1 8 9 *  - . 0 7 8   . 0 0 3  . 0 4 2  

失 敗 予 期 型  . 2 0 4 *  . 2 1 1 *    . 2 2 3 * *  . 2 4 3 * * *  

自 己 防 衛 型  . 0 5 4  . 0 3 3   . 0 0 5  - . 0 6 7  

不

安

感  

聴 解 テ ス ト 前 の 不 安 感   - . 1 5 4  - . 1 3 8  - . 0 0 8  

聴 解 テ ス ト 中 の 感 情 的 反 応   . 0 8 0   . 0 9 1  . 1 0 1  

聴 解 テ ス ト 後 の 不 安 感   - . 1 8 8  - . 1 7 2  - . 1 1 1  

原

因

帰

属  

努 力 不 足     - . 1 9 8 *  - . 0 4 0  

能 力 不 足    - . 0 2 1  . 0 2 4  

内 容 困 難     - . 2 2 6 *  - . 1 6 0  

運 が よ く な い     . 0 5 7  . 0 4 0  

他  欠 席 回 数     - . 3 7 4 * * *  

日 本 語 聴 解 の レ ベ ル     . 5 0 8 * * *  

R 2  . 0 7 3  . 1 3 6  . 1 9 8  . 4 6 3  

F値  2 . 6 2 7 *  2 . 9 5 8 * *  2 . 8 4 2 * *  8 . 2 8 1 * * *  

N  1 3 9  1 3 9  1 3 9  1 3 9  

注 ） *は 5％ 、 * *は 1％ 、 * * *は 0 . 1％ 水 準 で 有 意 で あ る こ と を 示 す 。  

 

ま た 、 モ デ ル 4 で は 日 本 語 聴 解 レ ベ ル は 最 も 強 い 正 の 影 響

力 を 持 ち 、 自 ら が 自 身 の 日 本 語 聴 解 レ ベ ル を 正 確 に 認 識 す る

こ と が 、 学 習 成 果 に 影 響 を 与 え る こ と が 明 ら か に な っ た 。 す

な わ ち 、 自 ら が 日 本 語 の 聴 解 レ ベ ル を 正 確 的 に 位 置 づ け る 場

合 、 学 習 過 程 に お い て 他 人 と 比 較 し て 落 伍 し な い よ う に と 、

自 ら の 不 足 部 分 に 対 し て 他 人 よ り 人 一 倍 勉 強 に 力 を 注 ぐ 必 要

が あ る と 自 己 認 識 す る こ と か ら 、 学 習 成 果 に 影 響 を 及 ぼ す と

考 え ら れ る 。 さ ら に 明 ら か に な っ た 事 柄 は 、 上 述 し た 「 理 性

的 行 動 群 は 学 習 成 果 が 最 も 高 い 」 と い う こ と が こ こ で 再 び 確

認 さ れ た 。  

 原 因 帰 属 と 成 績 ・ 欠 席 回 数 の 相 関 分 析 を 行 っ た 結 果 は 表 8

に 示 さ れ て い る 。成 績 は 、欠 席 回 数（ r＝ -.317， p＜ .01）、能

力 不 足 （ r＝ -.197， p＜ .05）、 内 容 困 難 （ r＝ -.260， p＜ .05）
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と の 間 で 負 の 相 関 を 示 し て い る 。 欠 席 回 数 が 多 け れ ば 成 績 が

低 く な る 傾 向 を 示 し て い る 。 自 ら の 能 力 不 足 、 授 業 内 容 困 難

に 帰 属 す る ほ ど 、学 習 成 果 を 低 下 さ せ る 可 能 性 が あ る 。ま た 、

内 容 困 難 と 努 力 不 足 は 負 の 相 関（ r＝ -.270，p＜ .01）、内 容 困

難 と 能 力 不 足 は 正 の 相 関 （ r＝ .392， p＜ .01） を 示 し て い る 。

「 運 が よ く な い 」は 努 力 不 足 と 負 の 相 関（ r＝ -.235，p＜ .01）、

内 容 困 難 と 正 の 相 関 （ r＝ .233， p＜ .01） を 持 つ 。  

表 8 原 因 帰 属 の 相 関 分 析  

   成 績  

欠 席  

回 数  

努 力  

不 足  

能 力  

不 足  

内 容  

困 難  

運 が よ く

な い  

成 績  1  - .3 1 7 * *  - .0 9 1   -. 1 9 7 *   -. 2 6 0 * *   .0 1 2  

欠 席 回 数   1    . 2 0 2 *   .0 0 5  - .0 8 9  - .0 5 7  

努 力 不 足    1  - .0 3 7   -. 2 7 0 * *   -. 2 3 5 * *  

能 力 不 足     1    . 3 9 2 * *   .1 0 2  

内 容 困 難      1    . 2 3 3 * *  

運 が よ く

な い  
     1  

注 ） * *   相 関 係 数 は 1 %水 準 で 有 意 （ 両 側 ） 。  

*   相 関 係 数 は 5 %水 準 で 有 意 （ 両 側 ） 。  

 

6.5 失 敗 経 験 と 学 習 成 果  

失 敗 経 験 と 学 習 成 果 の 関 係 に つ い て 、 本 稿 の 研 究 仮 説 に 基

づ い て 作 成 し た パ ス 解 析 の モ デ ル を 用 い て 分 析 す る 。 パ ス 解

析 を 分 析 す る に あ た っ て 、 モ デ ル の 適 合 指 標 を 検 討 す る 。 表

9 モ デ ル 適 合 指 標 を み る と 、χ ²＝ 4.324,df＝ 4,p＝ .364＞ .05

と な り 、有 意 で は な い も の の 、GFI は .988、AGFI は .954、CFI

は .996 と 0.9 を 超 え て お り 、 十 分 な 値 を 示 し て い る 。 ま た 、

RESMA は .024 と .08 よ り 小 さ い た め 、 こ の モ デ ル は デ ー タ に

う ま く 適 合 し て い る と 言 え る 。 そ こ で 図 4 の モ デ ル を 採 択 す

る こ と に し た 。  

表 9 モ デ ル の 適 合 指 標  

カ イ 2 乗  自 由 度  有 意 確 率  G FI  A GF I  C FI  R ES M A  A IC  

4 .3 2 4  4  . 36 4  . 98 8  . 95 4  . 99 6  . 02 4  2 6. 3 4  
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こ の モ デ ル で は 、 失 敗 ・ 挫 折 か ら 学 習 成 果 に 対 す る 標 準 偏

回 帰 係 数（ β ＝ -.39,R 2＝ .17）が 負 で 有 意 で あ っ た が 、失 敗 ・

挫 折 か ら 「 自 尊 感 情 」 に 対 す る 標 準 偏 回 帰 係 数 （ β ＝ .39,R 2

＝ .15） は 正 で 有 意 で あ っ た 。 ま た 、「 自 尊 感 情 」 か ら 学 習 意

欲 低 下 に 対 す る 正 の 標 準 偏 回 帰 係 数（ β ＝ .54,R 2＝ .29）が 有

意 で あ っ た 。 だ が 、 学 習 意 欲 低 下 、 自 尊 感 情 は 学 習 成 果 に 対

す る 標 準 偏 回 帰 係 数 （ β ＝ -.11,β ＝ .17） が 有 意 で は な か っ

た 。  

結 果 か ら 、 次 の 3 点 を 指 摘 す る こ と が で き る 。 第 1 に 、 聴

解 授 業 で の 失 敗 ・ 挫 折 の 経 験 が 学 習 者 の 学 習 成 果 に 直 接 的 に

負 の 影 響 を 及 ぼ す 。 第 2 に 、 聴 解 授 業 で の 失 敗 ・ 挫 折 の 経 験

が 学 習 者 の 自 尊 感 情 に 直 接 的 に 影 響 を 及 ぼ し 、 ま た 自 尊 感 情

が 学 習 者 の 学 習 意 欲 を 低 下 さ せ る 傾 向 が あ る 。 第 3 に 、 学 習

成 果 が 失 敗 予 期 か ら 正 の 影 響 を 受 け た 。  

 

 

 

 

 

 

 

図 4 失 敗 経 験 と 学 習 成 果 の パ ス 解 析 の 分 析 結 果  

注 ） * * *ｐ ＜ . 0 0 1  * *ｐ ＜ . 0 1  *ｐ ＜ . 0 5（ 誤 差 変 数 は 省 略 し て あ る ）  

 

6.6 自 己 挑 戦 と 学 習 成 果  

 先 行 研 究 に お い て 既 に 指 摘 し た よ う に 、 失 敗 を 怖 れ る 者 は

失 敗 の リ ス ク を 回 避 す る た め 、 極 め て 簡 単 な 課 題 あ る い は 極

め て 困 難 な 課 題 を 選 好 す る 傾 向 が あ る 。 聴 解 授 業 で 学 習 成 果

が 高 い 者 と 低 い 者 は ど の よ う な 課 題 を 選 好 す る の か 。 こ の 問

- . 3 9 * * *  

. 1 7  

. 1 8 *  

- . 1 1  

. 5 4 * * *  
. 3 9 * * *  

学 習 成 果  挫 折 ・ 失 敗  

自 尊 感 情  学 習 意 欲  

低 下  

失 敗 予 期  

（ R 2＝ . 1 5）  （ R 2＝ . 2 9）

（ R 2＝ . 1 7）

124



台灣日語教育學報第24号

 

 

題 意 識 を 持 ち な が ら 、 学 習 成 果 と 自 己 挑 戦 の コ レ ス ポ ン デ ン

ス 分 析 を 行 っ て み た 。  

 結 果 か ら 、 成 績 得 点 80.01 以 上 の 者 は 、 自 ら の 聴 解 レ ベ ル

よ り 高 い レ ベ ル に 「 非 常 に 挑 戦 し た い 」 こ と 、 成 績 得 点

70.01-80.00 の 者 は よ り 高 い レ ベ ル に 「 挑 戦 し た い 」 こ と が

分 か っ た 。 成 績 得 点 60.01-70.00 の 者 は 「 ど ち ら と も い え な

い 」 に 非 常 に 近 い が 、 成 績 得 点 60 点 （ 含 ） 以 下 の 者 は 、「 ど

ち ら と も い え な い 」 と 「 挑 戦 し た く な い 」 の 中 間 に 置 か れ て

い る 。 学 習 成 果 が 高 い 者 ほ ど 、 自 ら の 聴 解 レ ベ ル よ り 高 い レ

ベ ル に 挑 戦 し た い 傾 向 が み ら れ る が 、 こ れ に 対 し て 学 習 成 果

が 低 い 者 は よ り 困 難 な 課 題 を 回 避 す る 傾 向 が 読 み 取 れ る 。  

 

図 5 学 習 成 果 と 自 己 挑 戦 の コ レ ス ポ ン デ ン ス 分 析  

注 ） ｐ ＝ . 0 4 1＜ . 0 5  

 

7. 考 察  

 以 上 の 検 討 を 踏 ま え て 本 稿 の 仮 設 を 確 認 す る 。  

仮 説 1 に 関 し て 失 敗 回 避 の 動 機 づ け に は 、 困 難 な 問 題 に 直

面 せ ず 、失 敗 や リ ス ク を 回 避 し た「 現 実 逃 避 型 」、困 難 な 問 題

に 直 面 す る 際 に 戸 惑 っ た「 混 迷 型 」、事 前 に 事 柄 の 失 敗 の 可 能

性 が 高 い と 想 定 し た「 失 敗 予 期 型 」、厄 介 な 問 題 に 巻 き 込 ま れ

次

元

２

 

学 習 成 果  

よ り 高 い レ ベ ル

に 挑 戦 し た い  

次 元 1  2  1  0  - 1  

2  

1  

0  

- 1  8 0 . 0 1 +  

7 0 . 0 1 - 8 0 . 0 0  

6 0 . 0 1 - 7 0 . 0 0  < = 6 0 . 0 0  非 常 に 挑 戦 し

た い  

挑 戦 し た い  
ど ち ら と も い え な い  

挑 戦 し た く な い  

ま っ た く 挑 戦 し

た く な い  

対 称 的 正 規 化  
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な い よ う に す る 「 自 己 防 衛 型 」 の 四 つ 因 子 を 析 出 さ せ た 。 物

事 に 対 し て ど う 対 処 し て よ い か が 分 か ら い 「 混 迷 」 が 高 い ほ

ど 、 こ れ か ら 直 面 す る 問 題 に 失 敗 を し て し ま う と い う 消 極 的

な 考 え 方 を も つ「 失 敗 予 期 」の 可 能 性 が 高 く な る 。ま た 、「 失

敗 予 期 」が 高 け れ ば 、問 題 に 目 を 背 け る「 現 実 逃 避 」、自 ら の

身 を 守 る 「 自 己 防 衛 」 の 可 能 性 が 高 ま る 。  

 学 習 成 果 と 失 敗 回 避 の ス タ イ ル で は 、「 理 性 的 行 動 」群 は 学

習 成 果 が 最 も 高 い の に 対 し て 「 無 気 力 」 群 は 最 も 低 い こ と が

明 ら か に さ れ た 。 多 重 比 較 で は 上 述 し た 両 群 は 統 計 的 な 有 意

差 が み ら れ る 。 つ ま り 、 聴 解 学 習 で 困 難 な 課 題 や 問 題 に 対 し

て 理 性 的 行 動 を と る 者 は 比 較 的 に 高 い 学 習 成 果 を 達 成 で き る 。

一 方 で 、 学 習 性 無 気 力 の 者 は 学 習 に 関 心 を 示 さ ず 、 学 習 を 諦

め し て し ま い 、 学 習 成 果 を 低 下 さ せ る 傾 向 が う か が え る 。  

学 習 成 果 の 重 回 帰 モ デ ル で は 、 失 敗 予 期 型 は 正 で 統 計 的 に

有 意 で あ る 。す な わ ち 、失 敗 や 困 難 が 到 来 す る こ と を 想 定 し 、

自 ら が よ り 努 力 し な け れ ば 、 事 前 に 予 期 し た 事 柄 が 想 定 し た

と お り に 発 生 す る 恐 れ が あ る こ と か ら 、 失 敗 へ の 到 来 を 怖 れ

て 極 め て 慎 重 に 物 事 に 対 処 す る と 解 釈 で き る 。 こ こ か ら 、 失

敗 回 避 は 学 習 成 果 に 対 し て 必 ず し も 負 の 影 響 を 及 ぼ す と は 限

ら ず 、「 失 敗 を 怖 れ る 」こ と で こ そ 、日 ご ろ か ら「 失 敗 し な い

よ う に 」 と 念 に は 念 を 入 れ る よ う に 心 が け て い る こ と が 分 か

っ た 。  

 本 稿 で は 聴 解 練 習 の 過 程 に お け る 不 安 感 と 学 習 成 果 と の 関

連 に つ い て 分 析 し た が 、 残 念 な が ら 学 習 成 果 に 対 し て 、 不 安

感 は 統 計 的 に 有 意 を 示 さ な か っ た 。 聴 解 授 業 に お い て 全 般 的

に 感 じ た 学 習 不 安 感 と 学 習 成 果 と の 関 連 や 不 安 感 の 状 態 な ど

の 解 明 は 今 後 の 課 題 と し て 研 究 し た い 。  

仮 説 2 に 対 し て 、 原 因 帰 属 モ デ ル で 失 敗 の 原 因 帰 属 の 「 努

力 不 足 」 と 「 内 容 困 難 」 の 二 つ の 変 数 は 学 習 成 果 に 負 の 影 響

を 及 ぼ し て い る が 、ALL モ デ ル で は そ の 影 響 力 が な く な っ た 。
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Bernard Weiner（ 1992＝ 1999） の 原 因 帰 属 に よ る と 、 外 的 要

因 の 「 課 題 の 困 難 度 」 に 帰 属 す る 場 合 、 個 々 人 が 次 の 課 題 に

対 す る 期 待 が 低 く な る 。 要 す る に 、 学 習 内 容 を 自 ら コ ン ト ロ

ー ル で き な い 外 的 要 因 に 帰 属 す る 者 は 、 消 極 的 、 受 動 的 な 姿

勢 で 学 習 し 、 自 発 的 な 学 習 態 度 が 見 ら れ な い が ゆ え に 、 学 習

成 果 の 低 下 に つ な が る と 考 え ら れ る 。 本 研 究 者 の 聴 解 授 業 で

は 、 大 部 分 の 授 業 内 容 は 学 生 に と っ て 事 前 の 準 備 や 予 測 が 困

難 で あ る こ と 、 さ ら に 、 毎 回 の 聴 解 練 習 テ ス ト で 聞 き 取 れ な

か っ た 部 分 が 存 在 し た こ と は 否 定 で き な い 。 そ れ 故 に 、 学 生

が や や も す れ ば 「 内 容 が 困 難 だ か ら 」 と い う 外 的 要 因 に 帰 す

る こ と が し ば し ば 見 ら れ る 。 だ が 、 自 ら の 学 習 状 況 を 内 省 し

な い で 、 常 に 内 容 困 難 に 帰 属 す る 場 合 、 学 習 成 果 を 低 下 さ せ

る 可 能 性 が 高 ま る こ と が 本 稿 で は 検 証 さ れ た 。  

ま た 、先 行 研 究 で 既 に 述 べ た よ う に 、努 力 に 帰 属 す る 者 は 、

次 の 課 題 や 目 標 を 期 待 し 、 挑 戦 し た い 意 欲 が 高 い 。 努 力 不 足

が 原 因 で 次 の 学 習 や 試 験 で よ り 奮 闘 す べ き だ と す る 積 極 的 、

前 向 き な 態 度 を 示 す た め 、 学 習 成 果 の 低 下 に つ な が ら な い と

さ れ て い る 。 だ が 、 本 稿 に お い て 、 努 力 不 足 が 負 の 影 響 を 表

し た の は 一 体 何 故 だ ろ う か 。 こ の 点 に つ い て 深 く 吟 味 す る 必

要 が あ る 。 こ れ を 明 ら か に す る た め 、 原 因 帰 属 、 成 績 、 欠 席

回 数 の 相 関 分 析 を 行 っ て み た 。 分 析 結 果 に お い て 、 欠 席 回 数

と 努 力 不 足 は 弱 い 正 の 相 関（ r＝ .202，p＜ .05）を 示 し て い る 。

言 い 換 え れ ば 、 努 力 帰 属 は 次 の 課 題 や 目 標 へ の 意 欲 を 高 め る

効 果 を 有 し て い る も の の 、 欠 席 回 数 が 多 い ほ ど 、 学 習 成 果 が

あ が ら な い の は 当 然 で あ る 。 ま た 、 重 回 帰 分 析 で は 欠 席 回 数

及 び 日 本 語 聴 解 レ ベ ル を 加 え た モ デ ル 4（ ALL  モ デ ル ）を 見

る と 明 ら か な よ う に 、 努 力 不 足 の 要 因 の 影 響 力 が な く な り 、

欠 席 回 数 及 び 日 本 語 聴 解 レ ベ ル の 重 要 性 が 浮 か び 上 が っ て い

る 。 以 上 の 要 因 か ら 、 何 故 努 力 不 足 が 本 稿 で 負 の 要 因 と な っ

た の か と い う 点 が 解 釈 で き る 。  
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 さ ら に 、 失 敗 の 原 因 帰 属 と 学 習 成 果 へ の 影 響 の 相 関 分 析 を

行 っ た 結 果 、 失 敗 の 原 因 帰 属 の 類 型 は 学 習 成 果 へ の 影 響 が 異

な っ た こ と が 確 認 さ れ た 。 挫 折 ・ 失 敗 の 原 因 は 内 的 要 因 で あ

る 能 力 不 足（ 安 定 ）、外 的 要 因 で あ る 授 業 内 容 困 難（ 安 定 ）に

帰 属 す る ほ ど 、 学 習 成 果 を 低 下 さ せ る 傾 向 が 読 み 取 れ る 。 こ

れ は 能 力 不 足 を 短 期 間 で 改 善 す る の が 困 難 で 、 し か も 授 業 内

容 の 難 易 度 も 下 げ る の が 不 可 能 な た め 、 自 ら が こ れ ら を コ ン

ト ロ ー ル で き な い 所 以 で あ る 。 そ こ で 、 能 力 不 足 、 内 容 困 難

に 帰 属 す る ほ ど 、 如 何 に し て も 短 期 間 で 改 善 の 可 能 性 が 低 い

と 思 い 込 み 、 勉 強 す る 気 が 失 せ 、 学 習 性 無 気 力 に 陥 っ て し ま

う 。 そ れ 故 に 、 学 習 成 果 に 負 の 影 響 を 及 ぼ し た の で あ ろ う 。  

一 方 、 内 容 困 難 と 努 力 不 足 は 負 の 相 関 、 内 容 困 難 と 能 力 不

足 は 正 の 相 関 が 見 ら れ る 。 す な わ ち 、 学 習 者 が 内 容 困 難 に 帰

属 す る ほ ど 、 外 的 要 因 で コ ン ト ロ ー ル で き ず 、 い く ら 努 力 し

て も 良 い 結 果 が 出 な い た め 、 聴 解 授 業 で 直 面 し た 挫 折 ・ 失 敗

を 自 ら の 努 力 不 足 に 帰 属 さ せ ず に 、 能 力 不 足 に 帰 属 す る 傾 向

が 読 み 取 れ る 。  

 ま た 、「 運 が よ く な い 」は 努 力 不 足 と 負 の 相 関 、内 容 困 難 と

正 の 相 関 を 示 す 。こ の 点 に つ い て 言 え ば 、「 運 が よ く な い 」と

認 識 す る 場 合 、 あ る 課 題 に 対 し て 往 々 に し て 自 ら の 努 力 不 足

を 見 逃 す 傾 向 が あ る 。 そ れ に 対 し て 、 内 容 の 困 難 度 が 高 い ほ

ど 、 事 前 に 用 意 で き ず 、 こ と ご と く 「 運 に 任 せ る 」 と 考 え 、

「 運 が よ く な い 」 に 帰 属 す る 傾 向 が 強 ま る 。  

 仮 説 3 に つ い て 言 え ば 、 失 敗 ・ 挫 折 の 経 験 が 学 習 者 の 自 尊

感 情 に 影 響 を 及 ぼ し 、 自 尊 感 情 の 喪 失 が さ ら に 学 習 意 欲 を 低

下 さ せ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 だ が 、 学 習 意 欲 低 下 、 自 尊

感 情 か ら 成 績 に 影 響 を 与 え た パ ス は 統 計 的 に 有 意 が 見 ら れ な

い 。 一 方 、 成 績 は 挫 折 ・ 失 敗 の 経 験 か ら 直 接 的 に 負 の 影 響 、

失 敗 予 期 か ら 正 の 影 響 を 受 け て い る 。 要 す る に 、 挫 折 ・ 失 敗

の 経 験 が 直 接 的 に 学 習 成 果 に 大 き く 影 響 を 及 ぼ し 、 学 習 成 果
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を 低 下 さ せ る こ と が 確 認 さ れ た 。 だ が 、 留 意 す べ き は 、 失 敗

予 期 が 学 習 成 果 に 正 の 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と で あ る 。 そ の

原 因 は 、 あ ら か じ め 失 敗 を 予 想 し た り す る こ と が 次 の 課 題 に

失 敗 し な い よ う に と 前 向 き な 考 え を 持 ち 、 積 極 的 に 失 敗 を 回

避 す る こ と か ら 、学 習 成 果 に 正 の 影 響 を 及 ぼ す と 解 釈 で き る 。 

 失 敗 を 怖 れ る 者 は 失 敗 を 回 避 す る た め に 、 困 難 な 課 題 か 極

め て 簡 単 な 課 題 を 選 好 す る 傾 向 が あ る こ と を 既 に 指 摘 し て い

る が 、 本 稿 の 分 析 か ら 、 学 習 成 果 が 高 い 者 ほ ど 、 自 ら の 聴 解

レ ベ ル よ り 高 い レ ベ ル に 挑 戦 し た い 意 欲 が 強 い こ と が わ か っ

た 。 一 方 、 学 習 成 果 が 低 い 者 ほ ど 、 高 い レ ベ ル の 聴 解 内 容 に

挑 戦 す る こ と に 対 し て 不 決 断 と す る か 、 あ る い は 挑 戦 し た く

な い か の 間 に 位 置 づ け ら れ る 。  

 

8. お わ り に  

 本 稿 は 失 敗 回 避 動 機 が 日 本 語 聴 解 の 授 業 に お け る 学 習 成 果

に 及 ぼ す 影 響 と そ の 規 定 要 因 を 明 ら か に し た 。 失 敗 を 怖 れ て

そ れ を 回 避 す る 動 機 は 必 ず し も 学 習 成 果 に 負 の 影 響 を 及 ぼ す

と は 限 ら な い が 、 却 っ て 失 敗 し な い よ う に と 考 え 、 他 人 よ り

人 一 倍 の 努 力 で 前 向 き に 進 ん で い く と い う 考 え 方 に 転 換 す る

可 能 性 が あ る 。 つ ま り 、 失 敗 を 予 期 す る と い う ネ ガ テ ィ ブ 感

情 は 、 や る 気 を 高 め る よ う に な り 、 次 の 課 題 に 挑 戦 す る た め

の 推 進 力 と し て の 働 き を す る の で あ る 。 し か し 、 一 方 で 、 失

敗 や 挫 折 の 経 験 が 積 み 重 な る と 、 学 習 者 が 学 習 性 無 気 力 に 陥

り や す く 、 学 習 成 果 に 負 の 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る 。  

本 稿 で は 、 聴 解 授 業 に お け る ネ ガ テ ィ ブ 感 情 の 動 機 づ け の

影 響 を 明 ら か に し た が 、 読 解 、 文 法 な ど の 授 業 に お け る 失 敗

回 避 動 機 と 比 較 し て い な い た め 、 該 当 事 項 が 本 稿 の 研 究 制 限

で も あ る 。 ま た 、 学 習 者 に と っ て 、 日 本 語 の 聴 解 授 業 で は 、

学 生 が 事 前 に 準 備 で き な い 授 業 内 容 が 多 少 存 在 す る が 、 完 全

に 学 生 が 既 に 習 得 し た 語 彙 や 文 型 を ベ ー ス に し て 授 業 内 容 を
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選 択 す る の は 一 定 の 困 難 さ を 伴 う と 思 わ れ る 。 そ れ 故 、 聴 解

学 習 の 過 程 に お い て ど の よ う に 学 習 者 の 挫 折 ・ 失 敗 の 経 験 や

学 習 不 安 感 を 減 少 さ せ 、 聴 解 授 業 に 対 す る 自 信 を 増 加 さ せ る

か 、 ま た 、 担 当 教 師 が ど の よ う な 適 切 な 教 授 法 や ス ト ラ テ ジ

ー を 併 用 す る か に つ い て は 今 後 の 課 題 と し て 研 究 し た い 。  

 

付 記：本 稿 は 、 2014 年 8 月 22-24 日 、イ ン ド ネ シ ア・バ リ 島

で 開 催 さ れ た 第 二 回 ア ジ ア 未 来 会 議 2014（ 2nd Asia 

Future conference）で 口 頭 発 表 し た 内 容 に 大 幅 に 加 筆

し 、 訂 正 を 行 っ た も の で あ る 。  
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